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3 チャプター：環境中運命および経路 
3.1 IUCLID の見出しなし 
3.1.1 Photodegradation（光分解性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4] 

該当する場合、選択したコードの理論的根拠をフリーテ

キストタイプ「RL」に記載すること（C.0.2.3 も参照）
4 Type（種類） ピックリスト 媒質の種類を選択する：[air（空気） / soil（土壌） / water

（水）] または [other: <テキストを入力>] 
5 Light source（光源） ピックリスト 選択：[sunlight（日光） / xenon lamp（キセノンランプ）] 

または [other: <テキストを入力>] 
6 Light spectrum  光の波長（nm）を下記のように提示する。 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

（光の波長） 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
7 Relative Intensity 

（相対強度） 
 日光の強度に基づく相対強度またはその範囲を下記のよ

うに入力する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
8 Spectrum of  

substance 
(物質のｽﾍﾟｸﾄﾙ) 

 対応するサブフィールドに下記のように数値を入力す

る。 

 a）lambda (max) [> 
295 nm]（最大λ

［＞295 nm］） 

- 数字 - サブフィールド a）：最大λ［＞295 nm］を入力する 

 b）epsilon (max)（最

大ε） 
- 数字 - サブフィールド b）：最大εを入力する 

 c）epsilon [295]（ε

295） 
- 数字 - サブフィールド c）：ε［295 nm］を入力する 

9 Conc. of Subst. 
（物質の濃度） 

 濃度を下記のように入力する（1 つの値しか入力できな

い点に注意。範囲を入力する場合はフリーテキスト「TC」
を使用すること）。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：単位を選択する：[g/l / mg/l / mmol/l 

/ mol/l] 
10 Temperature（温度） 数字 温度（℃）を入力する 
    
   DIRECT PHOTOLYSIS（直接光分解） 
11 Half-life t1/2（半減

期［t1/2］） 
 半減期を下記のように提示する。 

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：単位を選択する：[day（日） / hour(s)

（時間） / minute(s)（分） / month（月） / year（年）]
12 Degradation（分解）  特定期間経過後の分解率（%）を下記のように提示する。
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値（%）を入力。範囲の場合には

下限を入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限（%）を入力
 d）Time（期間） - 数字 - サブフィールド d）：暴露期間の数値を入力する 
 e）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド e）：暴露期間の単位を入力： [day（日）

/ hour(s)（時間） / minute(s)（分） / month（月） / year
（年）] 

13 Quantum yield（量

子収率） 
数字 被験物質の反応量子収率を次のように提示する（範囲：0

～1.00）。 
    
   INDIRECT PHOTOLYSIS（間接的光分解） 
14 Sensitizer（増感剤） ピックリスト 選択：[NO3 / O3 / OH / natural water（天然水） / water with 

additives（添加剤が入った水）] または [other: <テキスト

を入力>]。[other]を選択した場合は、詳細を記入するこ

と（例：供給源、pH、溶解物など） 
15 Concentration of  

Sensitizer 
（増感剤の濃度） 

 増感剤の濃度を下記のように入力する（1 つの値しか入

力できない点に注意。範囲を入力する場合はフリーテキ

スト「TC」を使用すること）。 
 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b ）：単位を選択する： [mg/l / 

molecule/cm3] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

16 Rate Constant 
（速度定数） 

 速度定数を下記のように入力する。 

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 

注：予め設定されている単位はcm3/(molecule*sec)である。

指数を入力することもできる（例： 2E-8）。ただし、残

念なことに自動的に小数の値に変換されてしまう

（例：.00000002）。 
17 Degradation % after

（特定期間経過後

の分解率［%］） 

 特定期間経過後の分解率（%）を下記のように提示する。

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値（%）を入力。範囲の場合には

下限を入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限（%）を入力
 d）Time（期間） - 数字 - サブフィールド d）：暴露期間の数値を入力する 
 e）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド e）：暴露期間の単位を入力： [day（日）

/ hour(s)（時間） / minute(s)（分） / month（月） / year
（年）] 

18 Deg. product 
（分解生成物） 

ピックリスト 選択：[yes（あり） / no（なし） / not measured（未測定）]
「yes（あり）」の場合は、分解生成物をフィールド#23
に記入する。 

19 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [EPA Guideline subdivision N 161-2（EPA
ガイドラインの subdivision N 161-2） / OECD Guideline 
draft（OECD ガイドラインドラフト） / etc.]。ピックリ

ストの中に選択できる方法がない場合は、 [other 
(calculated)（その他［算出］） : <テキストを入力>] また

は [other (measured) （その他［測定］）: <テキストを入

力>] を選択して具体的に記載すること。 
20 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
21 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
22 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

23 Box Degradation  
Products（分解生成

物入力ボックス） 

ピックリスト 
（反復フィールド）
 
 
 
 

フィールド#18 で「yes（あり）」を選択した場合に限り、

フリーテキストボックス下の専用の分解生成物入力ボッ

クスがアクティブになる。次の手順により、各分解生成

物を反復フィールドに入力する。＜F7＞を押すか、フィ

ールドをダブルクリックすると、EINECS または TSCA
インベントリーのピックリストが開く。 

 
CAS 番号、EC 番号、EINECS での名称のいずれか 1 つを

選択する（残りの 2 つのフィールドは自動的に入力され

る）。 

追加の入力フィールドを挿入するには、＜F6＞を押す

か、ツールバー上の［+］シンボルをクリックする。 
ピックリストにない分解生成物や、その他の情報（安定

性に関する情報など）は、フリーテキストタイプ「RS」
に記載すること。 
 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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3.1.2 Stability in Water（水中安定性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 選択：[abiotic（非生物的） / biotic（生物的）] 
5 t1/2 pH 4（pH 4 で

の t1/2） 
 pH 4 における半減期の範囲と温度を下記のように入力

する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：半減期を入力。範囲の場合には下

限を入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、半減期の上限を入

力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：選択、たとえば [day（日） / hour(s)

（時間） / etc.] 
 e）Temper.（温度） - 数字 - サブフィールド e）：温度の数値を入力する 
6 t1/2 pH 7（pH 7 で

の t1/2） 
ピックリスト、数字 フィールド#5 の説明にしたがって、pH 7 における半減期

の範囲と温度を入力する。 
7 t1/2 pH 9（pH 9 で

の t1/2） 
ピックリスト、数字 フィールド#5 の説明にしたがって、pH 9 における半減期

の範囲と温度を入力する。 
8 t1/2 pH ....（pH ....

での t1/2） 
 上記以外の pH が適用された場合は、pH の値を明記した

うえで、半減期の範囲と温度を下記のように入力する。
 a）pH - 数字 - サブフィールド a）：pH の値を明記する 
 b）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

 c）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド c）：半減期を入力。範囲の場合には下

限を入力 
 d）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド d）：範囲の場合に、半減期の上限を入

力 
 e）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド e）：選択、たとえば [day（日） / hour(s)

（時間） / etc.] 
 f）Temper.（温度） - 数字 - サブフィールド f）：温度の数値を入力する 
9 Degradation（分解）  特定期間経過後の特定 pH・温度での分解率（%）を下記

のように入力する。 
 a）pH - 数字 - サブフィールド a）：pH の数値を入力する 
 b）Temper.（温度） - 数字 - サブフィールド b）：温度の数値を入力する 
 c）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower % 

（下限［%］） 
- 数字 - サブフィールド d）：分解率（%）を入力。範囲の場合

には下限を入力 
 e）Upper % 

（上限［%］） 
- 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、分解率の上限（%）

を入力 
 f）Time（期間） - 数字 - サブフィールド f）：期間の数値を入力する 
 g）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド g）：選択、たとえば [day（日） / hour(s)

（時間） / etc.] 
10 Deg. product 

（分解生成物） 
ピックリスト 選択：[no（なし） / not measured（未測定） / yes（あり）]

「yes（あり）」の場合は、分解生成物をフィールド#15
に記入する。 

11 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [Directive 84/449/EEC（指令 84/449/EEC）
/ C.10 / OECD Guideline 111（OECD ガイドライン 111） / 
etc.] または [other: <テキストを入力>] 

12 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
13 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
14 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 
15 Box Degradation  

Products（分解生成

物入力ボックス） 

ピックリスト 
（反復フィールド）
 

サブチャプターC.3.1.1（フ

ィールド#23）の説明にし

たがって、フリーテキスト

ボックス下の専用ボック

スの反復フィールドに各

分解生成物を入力する 
 
 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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3.1.3 Stability in Soil（土壌中での安定性） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 選択：[field trial（フィールド試験） / laboratory（実験室

試験）] または [other: <テキストを入力>] 
5 Radiolabel 

（放射性標識） 
ピックリスト 選択：[no（なし） / no data（データなし） / yes（あり）]

6 Concentration （濃  濃度を下記のように入力する。 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

度） 
 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[mg/kg / ppm] または [other: 

<テキストを入力>] 
7 Soil Temperature

（土壌温度） 
数字 数値を入力する 

8 Soil Humidity（土

壌湿度） 
 土壌湿度を下記のように提示する。 

 a）Value（値） - 数字 
 

- サブフィールド a）：数値を入力する 
 

 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[g water/100g soil dry weight
（土壌乾燥重量 100 g あたりの水分量［g］）] または

[other: <テキストを入力>] 
9 Soil Classificat.（土

壌の分類） 
ピックリスト 選択：[DIN 19863 / NF X31-107 / USDA] または [other: <

テキストを入力>] 
 

10 Year（年） 数字 使用した分類の改訂/発表年を入力する 
11 Clay（粘土）  粘土の含有量を下記のように提示する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
12 Silt（シルト）:  シルトの含有量を下記のように提示する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
13 Sand（砂）:  砂の含有量を下記のように提示する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
14 Organic carbon 

（有機炭素）: 
 有機炭素の含有量を下記のように提示する。 

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
15 pH:  pH の値を下記のように入力する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
16 Cation Exch.Cap.

（陽イオン交換

能） 

 陽イオン交換量を下記のように提示する。 

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Value（値） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力する 
 c）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[meq/100 g soil dry weight（土

壌乾燥重量 100 g あたりのミリグラム当量）] または

[other: <テキストを入力>] 
17 Microbial Biomass 

(微生物ﾊﾞｲｵﾏｽ): 
 微生物バイオマスの含有量を下記のように提示する。 

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Value（値） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力する 
 c）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[biomass/100 g soil dry weight

（土壌乾燥重量 100 g あたりのバイオマス）] または

[other: <テキストを入力>] 
18 Dis. Time DT50（散

逸時間［DT50］）: 
 散逸時間（DT50）を下記のように提示する。 

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：選択：[day(s)（日） / hour(s)（時

間） / minute(s)（分） / month（月） / year（年）] 
19 DT90:  散逸時間（DT90）を下記のように提示する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：選択：[day(s)（日） / hour(s)（時

間） / minute(s)（分） / month（月） / year（年）] 
20 Dissipation（散逸）:  一定期間経過後の散逸の割合（%）を下記のように提示

する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値（%）を入力。範囲の場合には

下限を入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限（%）を入力
 d）Exposure（暴露） - 数字 - サブフィールド d）：暴露期間の数値を入力する 
 e）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド e）：選択：[day(s)（日） / hour(s)（時

間） / minute(s)（分） / month（月） / year（年）] 
21 Deg. Product 

（分解生成物） 
ピックリスト 選択：[yes（あり） / no（なし） / not measured（未測定）]

「yes（あり）」の場合は、分解生成物をフィールド#26
に記入する。 

22 Method（方法） ピックリスト 選択：[EPA OTS 796.3400 / EPA OTS 835.3300 / OECD 
Guideline 304 A（OECD ガイドライン 304 A）] または

[other: <テキストを入力>] 
23 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
24 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
25 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 
26 Box Degradation  

Products（分解生成

物入力ボックス） 

ピックリスト 
（反復フィールド）
 

サブチャプターC.3.1.1（フ

ィールド#23）の説明にし

たがって、フリーテキスト

ボックス下の専用ボック

スの反復フィールドに各

分解生成物を入力する 
 
 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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3.2 IUCLID の見出しなし 
3.2.1 Monitoring Data (Environment)（モニタリングデータ［環境］） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type of  

Measurement 
（測定の種類） 

ピックリスト 選択：[background concentration（バックグラウンド濃度）

/ concentration at contaminated（汚染部位での濃度）] また

は [other: <テキストを入力>] 
5 Media（媒質） ピックリスト 選択：[air（空気） / biota（生物相） / food（食品） / ground 

water（地下水） / sediment（底質） / soil（土壌） / surface 
water（地表水） / drinking water（飲料水）] または [other: 
<テキストを入力>] 

6 Concentration 
（濃度）: 

 濃度を下記のように入力する。 

 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
 d）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド d）：選択：[g/l; mg/l; mmol/l; mol/l; μ

g/l; etc.] 
7 Method（方法） テキスト 使用した方法を記載する 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 
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フラグ 

必要に応じてフラグを設定する（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

3.2.2 Field Studies（フィールド試験） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type of  

Measurement 
（測定の種類） 

ピックリスト [other: <テキストを入力>]（利用可能な唯一の選択肢）を

選択し、具体的に記載する 

5 Media（媒質） テキスト 関連する媒質を提示する 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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3.3 IUCLID の見出しなし 
3.3.1 Transport between Environ. Compart.（環境区画間の移動） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 選択、たとえば [adsorption（吸着） / desorption（脱着）

/ volatility（揮発性） / fugacity model level I / II / III（フガ

シティーモデル レベル I / II / III）] または [other: <テキ

ストを入力>] 
5 Media（媒質） ピックリスト 選択：[soil - air（土壌-空気） / water - air（水-空気） / water 

- soil（水-土壌） / water - sediment（水-堆積物）] または

[other: <テキストを入力>] 
6 Air (Fugacity 

Model Level I)（空

気［フガシティー

モデル レベル I］） 

数字 分配および媒質中濃度(media concentration)の推定値（%）

を入力する 

7 Water (Fugacity 
Model Level I)（水

［フガシティーモ

デル レベル I］） 

数字 分配および媒質中濃度の推定値（%）を入力する 

8 Soil (Fugacity 
Model Level I)（土

壌［フガシティー

モデル レベル I］） 

数字 分配および媒質中濃度の推定値（%）を入力する 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

9 Biota (Fugacity 
Model Level II/III)
（生物相［フガシ

ティーモデル  レ
ベル II/III］） 

数字 分配および媒質中濃度の推定値（%）を入力する 

10 Soil (Fugacity 
Model Level II/III)
（土壌［フガシテ

ィーモデル  レベ

ル II/III］） 

数字 分配および媒質中濃度の推定値（%）を入力する 

11 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [EPA OPPTS 835.1110 etc.] または [other: 
<テキストを入力>] 

12 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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3.3.2 Distribution（分配） 

 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Media（媒質） ピックリスト 選択：[air - biota（空気-生物相） / air - biota - sediment(s) - 

soil -water（空気-生物相-底質-土壌-水） / soil - biota（土

壌-生物相） / water - air（水-空気） / water - biota（水-
生物相） / water - soil（水-土壌） / water - sediment（水-
底質）] または [other: <テキストを入力>] 

5 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [Calculation according Mackay Level I / 
Level II / Level III / Level IV（Mackay レベル I/レベル II/
レベル II/レベル IV に準じて算出） / OECD Guideline 106
（OECD ガイドライン 106）] または [other (calculation)：
<テキストを入力>) または [other (measurement) : <テキ

ストを入力>] 
6 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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3.4 Mode of Degradation in Actual Use（実際の使用における分解様式） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 

 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Memo（メモ） テキスト 実際の使用における分解様式を記載する（フリーテキス

トタイプ「RM」に詳細を記載するか、フリーテキスト

タイプ「AD」に文書を添付する） 

 

ヒント：「Memo（メモ）」の見出しのもとでの入力は、それぞれ個別の記録として扱われる。

したがって、フリーテキストとフラグブロックも個別に提示される。 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 
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データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

3.5 Biodegradation（生分解） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Type（種類） ピックリスト 選択：[aerobic（好気的） / anaerobic（嫌気的）] 
5 Inoculum（接種物） ピックリスト 選択、たとえば [activated sludge（活性汚泥） / etc.] ま

たは [other: <テキストを入力>] 
ヒント：このピックリストには、生分解試験ではほとん

ど用いられることがない種の名称が多数掲載されている

（Acrostalagmus sp.など）。もっともよく用いられる接種

物はピックリストの下の方のどこかに掲載されている。

ピックリスト内でクエリーを実施すること。ただし、

IUCLID のクエリーは大文字と小文字を区別するので注

意が必要である（例：「%ctivated%」のクエリー）。 
6 Concentration 

（濃度） 
 試験に用いた濃度および該当するパラメーターを下記の

ように入力する。 
 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：試験に用いた濃度の数値を入力す

る 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：ピックリストから単位を選択する。

例：[g/l / mg/l / etc.] 
 c）Value（値） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[COD / DOC / Test substance

（被験物質）] 
7 Concentration 

（濃度） 
 第 2 のパラメーターを使用した場合は、2 番目の

「Concentration（濃度）」フィールドに、下記のように入

力する。 
 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：試験に用いた濃度の数値を入力す

る 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：ピックリストから単位を選択する。

例：[g/l / mg/l / etc.] 
 c）Value（値） - ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[COD / DOC / Test substance

（被験物質）] 
8 Contact Time 

（接触期間） 
 接触（暴露）期間を下記のように提示する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択、たとえば [day（日） / hour(s)

（時間） / etc.] 
9 Degradation（分解）  特定期間経過後の分解率（%）を下記のように提示する。
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower % 

（下限［%］） 
- 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper % 

（上限［%］） 
- 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 

 d）St. Dev.（標準

偏差） 
- 数字 - サブフィールド d）：標準偏差の数値を入力する 

 e）Time（期間） - 数字 - サブフィールド e）：期間の数値を入力する 
 f）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド f）：選択、たとえば [day（日） / hour(s)

（時間） / etc.] 
10 Results（結果） ピックリスト 選択、たとえば [inherently biodegradable（本質的生分解

性） / readily biodegradable（易生分解性） / under test 
conditions no biodegradation observed（試験条件下では生分

解は認められない）] または [other: <テキストを入力>]
11 ～
15 

Kinetic of Test 
Substance（被験物

質のカイネティク

ス） 

 期間に対する被験物質の分解率（%）を入力する。異な

る時点について最大 5 つの複数入力フィールドが使用で

きる。 

 a）Time（期間） - 数字 - サブフィールド a）：期間の数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[day（日） / hour(s)（時間）]
 c）Precision（精度） - 数字 - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

 d）Lower %（下限

［%］） 
- 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper %（上限

［%］） 
- 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 

16 Control Substance 
（対照物質） 

ピックリスト 選択、たとえば [Aniline（アニリン） / Acetic acid, sodium 
salt（酢酸ナトリウム） / etc.] または [other: <テキスト

を入力>] 
17 ～
18 

Kinetic (of control 
substance)（［対照

物質の］カイネテ

ィクス） 

 期間に対する対照物質の分解率（%）を入力する。異な

る時点について最大 5 つの複数入力フィールドが使用で

きる。 

 a）Time（期間） - 数字 - サブフィールド a）：期間の数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[day（日） / hour(s)（時間）]
 c）Precision（精度） - 数字 - サブフィールド c）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 d）Lower % 

（下限［%］） 
- 数字 - サブフィールド d）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 e）Upper % 

（上限［%］） 
- 数字 - サブフィールド e）：範囲の場合に、上限を入力 

19 Deg. Product 
（分解生成物） 

ピックリスト 選択：[no（なし） / not measured（未測定） / yes（あり）]

20 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば  [Directive 84/449/EEC, C.3 （指令

84/449/EEC、C.3） / ECETOC Anaerobic biodegradation
（ECETOC 嫌気的生分解） / etc.] または [other: <テキ

ストを入力>] 
21 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
22 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
23 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 
24 Box Degradation  

Products（分解生成

物入力ボックス） 

ピックリスト 
（反復フィールド）
 

サブチャプターC.3.1.1（フ

ィールド#23）の説明にし

たがって、フリーテキスト

ボックス下の専用ボック

スの反復フィールドに各

分解生成物を入力する 
 
 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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3.6 BOD5, COD or BOD5/COD Ratio（BOD(5)、COD、または BOD(5)/COD 比） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
   BOD5 
4 Method（方法） ピックリスト 選択： [ISO 5815 / Directive 92/69/EEC, C.6 （指令

92/69/EEC、C.6）  / Directive 92/69/EEC, C.5（指令

92/69/EEC、C.5）  / Directive 84/449/EEC, C.8（指令

84/449/EEC、C.8）] または [other: <テキストを入力>] 
5 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
6 Concentration 

（濃度）: 
 濃度を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択、たとえば [g/l; mg/l; mmol/l; 

mol/l; etc.] 
 c）related to 

（パラメーター） 
- ピックリスト - サブフィールド c）：選択：[COD / DOC / Test substance

（被験物質）] 
7 BOD5（BOD5）  BOD5（mg/l）を入力する（ヒント：mg/l以外の単位が使

用されている場合は、BOD5の値をフリーテキストタイプ

「RS」に記載すること） 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Value（値） - 数字 - サブフィールド b）：数値を入力する 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

8 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）] 
   COD 
9 Method（方法） ピックリスト 選択：[ISO DP 6060 / Directive 92/69/EEC, C.6（指令

92/69/EEC、C.6）  / Directive 92/69/EEC, C.5（指令

92/69/EEC、C.5）  / Directive 84/449/EEC, C.9（指令

84/449/EEC、C.9）] または [other: <テキストを入力>] 
10 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
11 COD  COD（mg/l）を入力する（ヒント：mg/l 以外の単位が使

用されている場合は、COD の値をフリーテキストタイプ

「RS」に記載すること） 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Value（値） - 数字 - サブフィールド b）：数値を入力する 
12 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）] 
   Ratio BOD5 / COD（BOD5/COD比） 
13 BOD5/COD  BOD5/COD比を入力する（例：0.56） 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Value（値） - 数字 - サブフィールド b）：数値を入力する 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 
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3.7 Bioaccumulation（生物蓄積性） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 

 
 

定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Species（種） ピックリスト 選択、たとえば [Brachydanio rerio（ゼブラフィッシュ）

/ etc.] または [other: <テキストを入力>] 
5 Exposure Period 

（暴露期間） 
 暴露期間を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択：[day(s)（日）; hour(s)（時間）; 

minute(s)（分）] 
6 Temperature（温度） 数字 温度の数値を入力する 
7 Concentration 

（濃度） 
 適用した濃度を下記のように入力する。 

 a）Value（値） - 数字 - サブフィールド a）：数値を入力する 
 b）Unit（単位） - ピックリスト - サブフィールド b）：選択、たとえば [g/l; mg/l; mmol/l; 

mol/l; etc.] 
8 BCF  生物濃縮係数を下記のように入力する。 
 a）Precision（精度） - ピックリスト - サブフィールド a）：選択：[< / <= / = / > / >= / ca.] 
 b）Lower（下限） - 数字 - サブフィールド b）：値を入力。範囲の場合には下限を

入力 
 c）Upper（上限） - 数字 - サブフィールド c）：範囲の場合に、上限を入力 
9 Elimination（排泄） ピックリスト 選択：[no（なし） / no data（データなし） / yes（あり）]
10 Method（方法） ピックリスト 選択、たとえば [Directive 98/73/EC, C.13（指令 98/73/EC、

C.13） / EPA OPP 165-4 / EPA OPP 72-6 / EPA OPPTS 
850.1710] または [other: <テキストを入力>] 
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番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

11 Year（年） 数字 使用したテストガイドラインの改訂/発表年を入力する

（チャプター0.5.3.2.4 を参照） 
12 GLP ピックリスト 選択：[no（非準拠） / no data（データなし） / yes（準

拠）]（チャプター0.5.3.2.5 を参照） 
13 Test substance 

（被験物質） 
ピックリスト ピックリストから [no data（データなし）] または [other 

TS（その他の TS）] を選択して必要に応じて具体的に記

載する（チャプター0.5.3.2.6 を参照） 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを参照）。 

 

 

 

3.8 Additional Remarks（追加の特記事項） 
 

このサブチャプターは下記の の表示モードで表示される。 

 
（EU の殺生物剤） （完全な表示）  （EU 既存化学物質） （OECD/米国 EPA の HPVC） 
データ入力フォーム（画面の例） 
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定義済みフィールド 
番号 フィールド名 フィールドタイプ ガイダンスノート 

1 Last Changes 
（最終変更） 

日付 記録の入力日または修正日が自動的に挿入される。訂正

はできない（チャプター0.5.3.2.1 を参照） 
2 Order Number 

（整理番号） 
数字 希望する順番に記録がソートされるように指示すること

ができる（チャプター0.5.3.2.2 を参照） 
3 Reliabilities 

（信頼性） 
ピックリスト 信頼性コードを選択する：[1 / 2 / 3 / 4]（チャプター

0.5.3.2.3 を参照） 
4 Memo（メモ） テキスト フィールドをダブルクリックするか＜F7＞キーを押し

てエディタを開き、追加の特記事項を入力する。 
注：異なる種類の情報は別々のフィールドに入力する。

「Memo（メモ）」フィールドにはキーワードのみを入力

し、説明は「Memo（メモ）」フィールドごとに割り当て

可能なフリーテキストに個別に入力することもできる。

 

ヒント：「Memo（メモ）」の見出しのもとでの入力は、それぞれ個別の記録として扱われる。

したがって、フリーテキストとフラグブロックも個別に提示される。 

 

 

フリーテキストフィールド 

必要に応じ、関連追加情報を適切なフリーテキストタイプに入力する（チャプター0.5.4 の一

般的な手引きを参照）。HPV 化学物質の場合、OECD のウェブサイトから特異的なフリーテキ

スト用テンプレートを取得し、フリーテキストフィールドにアップロードできる場合がある

（チャプター0.5.4.2 の説明を参照）。 

データの要件に関しては、各化学物質プログラムの関連ガイダンス文書を参照のこと。 

 

フラグ 

必要に応じてフラグを設定する。フラグの例：「Critical study for SIDS endpoint（SIDS エンドポ

イントにとって重要な試験；HPV プログラムで使用）」（チャプター0.5.5 の一般的な手引きを

参照）。 
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